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08 気がついた時は声かけを
12 こんなに大事なマ ー クがあったんだ

巴

電車に乗るときは、優先席がある車両に乗ります。その日は座れました。私の向かいにお年寄りが来たので席を

譲ろうとしたら、隣に座っていた若い女性でその人もヘルプマ ー クをつけており、譲り合いになってしまいました。ヘ

ルプマ ー クやマタニティマ ー クをつけていない方で具合の悪い人もいるかも知れませんが、疲れているのか寝てしま

う方も多く、優先席はいっばいになることがあります。もし、ヘルプマ ー クに気がついた時は声をかけてくれるとあり

がたいです。

22歳／その他

09 へ）レプマ ー ク所持者の優しい行動

私も心臓疾患で ヘルプマ ー クを持っている者である。ある日のこと、リハビリで病院に行くため小さな l O 0 円 バスに

乗ると、優先座席に堂々と座っている若い女性がいる。「これはま ぁなんじゃいな？」と思いつつ残っていた最後部の 一

段高い席に座った。 バスが出発し、次のバス停で乗り込んでこられたのは杖をついたお年寄り。私が女性を見ていると、

意外なことにその女性はす ぐにお年寄りに席を譲った。

ここまでなら普通のお話。ところが私が目にしたのは、彼女が付けていたヘルプマ ー クだった！「おっとこりゃイカ

ン ・ ・ ・ 」す ぐに 立ち上がってその女性の所へ行き、肩をちょいと叩いて席を示す と、彼女はニコリと笑って会釈をし、席

に座った。自分もリュックにはヘルプマ ー クをしのばせ ている立場。でもその時は、症状が出ているわけでもなくリハビリ

で自転車を漕ぎに出かけている状況。もちろん立っていても何ら問題ないどころかそれもリハビリになるだろう。しかも、

100 円 バ スの優先座席の上には「ヘルプマ ー ク」のステッカ ー が貼ってあるものの、しかしあまり知られていない状況

の中、彼女に席を譲ることができるのは私ぐらいだろうと思ったのだ。

改めてこのマ ー クの偉大さと普及の大切さを思った。なぜならあの女性がこのマ ー クをつけていなかったら、この 一 連

の出来事は起こり得なかったわけであるし、彼女はおそらくなんらかの辛い思いをしながら立っていただろうから。そのう

え彼女は、ヘルプマ ー クを付けるような立場でありながら、杖をついたお年寄りに席を譲った。なんと優しい行動だろう。

そんな彼女に最初間違いなく「意地悪な視線」を投げ ていた自分を恥じた私は、できればこのマ ー クの事をもっと知って

貰えるよう、折に触れて人に話をしていこうと思ったのである。

52歳／自営業

10 私も積極的にサポ ー トしていく

？
難病を患っていて一年〈らい前から体調が良くないときはヘルプマ ー クを鞄につけています。電車に乗っていて立ってい

るだけで辛い時にマ ー クに気づいて座席を譲ってもらったときは本当にありがたいです。なので、私自身も元気なときは

ヘルプマ ー クやマタニテイマ ー クを見たらできるだけ席を譲るようにしています。当然のことをしているだけと思いつつ、

やっばりちょっと良いことをした気分になれます。自分がサボ ー トしてほしいときがあるからこそ、誰かをサポ ー トできると

きは積極的にしていこうと思っています。

30歳／会社貝

初めてヘルプマ ー クのことを知るきっかけとなったのは、通勤電車での出来事でした。前に座っていた方のバックを見

た時に、カワイイものが付いてるな、と思うくらいでした。それぐらいシンプルで違和感もなかったのです。翌朝、母から

見せられた広報にこのマ ー クのことが載っていて驚きました。こんなに大事なマ ー クがあったのだと。

私自身、見た目は普通でも難病で辛い思いをした時に気づいてもらえず苦しかったことがあり、そういう人でも気づい

てもらえるものがあったらいいのに、と思っていました。今後、もっと普及していってほしいです。表に見えないからこそ

わからない。本当は抱えていることを。

36歳／会社員
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13 私流の使い方

私は多発性硬化症という難病を患っています。見た目は何も異常がありません。だから、 一見して病気を理解してもらうこ

とはできません。 ヘルプマ ー クの存在を知ったのは、自分が難病になってからでした。これがあれば、優先座席に座る罪悪感

が少しは無くなるのになぁと思っていました。その頃はまだ、私が住んでいたところではヘルプマ ー クは配布されていませんで

した。

私は、しんどくない時もあります。そんな時はヘルプマ ー クをカ バ ンにしまっています。しんど〈て優先座席に座っている時

だけ、ヘルプマ ー クをつけています。お年寄りの方とかに譲れないのが申し訳ないので。

ヘルプマ ー クは、 カバ ンにしまっているだけでも安心感があります。私に何かあった時、これを見てもらえば、「この人、普

通に見えるけど何かあるんだな」と救急隊員の人には思ってもらえるかも、という安心感です。

見た目で病気をわかってもらえない人の拠り所になるよう、ヘルプマ ー クが、ずっと、もっと、普及することを願います。

42歳／フリーター

14 へ）レプカ ー ドは持っていると安心

発達障害で自分から助けて下さいと言えず、ヘルプカ ー ドに自分の特性を記入して持っていたら安心できます。

10歳／学生
亨

15 勇気づけられたこと

11 知らない人から優しくされることが増えた！

親が見た目に分かりづらい病を罹っているが、ヘルプマ ークを携帯するようになって、知らない人から優しくされるこ

とが増えた、と喜んでいる。身内は事情をわかっているから対応できるが他人は見た目でしか判断できないので目印

になるものがあることは大変有難い。同時に、 人と人との関わりが希薄になった現代でも手を差し伸べてくれる人が

ちゃんといることを知れてなんだか嬉しくなった。

33歳／会社員

難病を患っているため、ヘルプマ ー クを いつも持ち歩いています。でも、周囲から見えるようにつけるのは気が51

けて、いつもバッグの中にしまっていました。理由は、満員電車に乗ることも少ないし、薬さえ服用していれば生活

に大ぎな支障のない私が「難病だから、配慮してください」とヘルプマ ー クを掲げるのは｀少しおこがましいように

感じてしまったからです。

でもある日、家の近くで、ヘルプマ ー クをつけたお姉さんを見かけて、ヘルプマ ー クのもつ、違う意味に気付かさ

れました。とても元気そうなお姉さんの姿を見て「こんなに身近に、同じように頑張っている人がいるんだ」と勇気

づけられたんです。すごく嬉しくて、そして心強く感じました。

今は、私と同じく難病などを抱えた方たちに向けて「ここに仲間がいます。いっしょに頑張りましょう」という思い

を込めて、積極的にヘルプマ ー クを掲げるようにしています。

27歳／会社員
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